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OA方針成果普及TFとは
オープンアクセス タスクフォース

• 機関リポジトリ推進委員会 論文OAタスクフォース を引き継ぐ
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フェーズ１：研究開発

論文OA-TF
（2015～2016年度）

• 成果物
• OA方針策定ガイド

• OA方針リンク集

フェーズ２：成果普及

OA方針成果普及TF
（2017年度）

• 目的/活動計画
• OA方針策定ガイドの
充実と普及活動

• OA方針リンク集の継
続と拡充



OA方針策定ガイド・リンク集の目的

•論文のオープンアクセスを推進するため、

•各大学のオープンアクセス方針策定支援や

•ポリシー策定後の実施支援を行う。

（2016年度論文OA-TFの目的から）
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OA方針策定支援：ガイド初版の作成経緯

【当初目標】OA方針の雛形を完成
し、公表する

【作業活動】OA方針策定済大学の
ワークフローを分析

【目標の修正】OA方針策定の全体
像が判る支援ツールを作成する

【活動成果】OA方針策定ガイド・リ
ンク集の作成・公開 2017年3月
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（論文OA-TF）



OA方針策定ガイド初版の構成
• はじめに
• 第１章 OA⽅針の策定・実施
• 第２章 OA⽅針の構成要素

• 付録１ 実施計画例
• 付録２ OA⽅針雛形
• 付録３ オープンアクセスとは
• 付録４ ROARMAPの登録⼿順

※Word形式
でも公開
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①OA方針とは何か：全体像がわかる
• 方針の構成要素や記載例
• 方針の雛形

②方針策定の進め方がわかる
• 実施計画や策定手順の事例
• 教員等への説明資料の雛形
• 策定後の周知方法のマニュアル



第１章 OA⽅針の策定・実施

• OA⽅針の策定・実施のプロセスを5段階
に分けて解説

1. OA⽅針実施計画
2. OA⽅針の設計、採択
3. OA⽅針認知度向上
4. OA⽅針を実施する
5. フォローアップ

OA方針成果普及タスクフォース 2018/3/14 6



第２章 OA⽅針の構成要素

• OA⽅針の条⽂として記載すべき内容や、
事前に検討すべき事項を⽰す
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付録１
実施計画例

1. 計画
2. ⽅針案作成・策定
3. プロモーション

・認知向上
4. 実施
5. フォローアップ
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• OA⽅針を策定する際の
⼤まかなスケジュール
を⽰す



付録２
OA⽅針雛形

第1条 趣旨
第2条 研究成果の公開
第3条 適⽤の例外
第4条 適⽤の不遡及
第5条 リポジトリへの登録
第6条 その他
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• OA⽅針の⽂例を⽰す



付録３
オープンアクセスとは

・OAの定義、背景
・OAの⼿段
・機関リポジトリ（によるグリーンOA

推進）の意義
・国内外のOA⽅針策定状況
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• OA⽅針を教員等に説明
する際の資料の⽂例を
⽰す



付録４
ROARMAPの登録⼿順
• ROARMAP

http://roarmap.eprints.org/
世界のOA⽅針を集めたDB

• ROARMAPへの登録の
際のマニュアル
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オープンアクセス⽅針リンク集

URL︓https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/?page_id=53

③方針の策定事例を調べる
• 各機関の方針名称（日本語）とリンク
• 英語版、実施要領、ROARMAPのリ

ンク

2018年度から
広報普及作業部会が
維持管理します

OA方針を策定したら
JPCOARにお知らせ
ください！



OA実施支援：ガイド改訂版の作成経緯
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【当初目標】OA方針策定済み大学にお
けるワークフローを調査し、結果を公表
する

【作業活動】OA方針策定済大学へのア
ンケート調査を実施、報告書公開
2018年2月

【目標の修正】具体的な課題や運用に即
してOA方針策定ガイドを改訂する

【活動成果】OA方針策定ガイド改訂版
の作成・公開 2018年3月

（OA方針成果普及TF）



• JPCOARサイトで公開
(2018.3.5.)
URL：

http://id.nii.ac.jp/1458/00000043/

※CCライセンスを明⽰
※⽬次を追加
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オープンアクセス⽅針策定ガイド改訂版



改訂版の構成

• はじめに
• 第１章 OA⽅針の策定・実施
• 第２章 OA⽅針の構成要素
• 付録１ 実施計画例
• 付録２ OA⽅針雛形
• 付録３ オープンアクセスとは
• 付録４ ROARMAPの登録⼿順

※構成は初版と変更なし

※Word形式
でも公開
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改訂の視点

•オープンアクセス方針策定機関実態
調査に基づく改訂

•既に策定されたOA方針やその機関
における運用を分析

•方針策定前に検討しておくべき事項
を追加・修正

•図書館総合展ポスターセッションで
の実務担当者からの要望等も追加
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オープンアクセス方針策定機関実態調査

• 「オープンアクセス方針策定機関実態調査報告
書」を公開 （2018.2.22）
URL：http://id.nii.ac.jp/1458/00000042/

•目的：方針策定過程や運用の実態を把握し、よ
り実践的なガイドへ充実させる

•調査期間：2017年10月17日～11月17日
•調査対象：オープンアクセス方針策定済の機関

•回答数： 14機関
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調査結果（１）方針策定過程
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• 手続きを主に担った組織は？

• 事前に働きかけをした人や部
署（部局）は？

• 課題となった点や苦労した点
は？それを克服した方法は？

• 方針策定時のキーパーソン
は図書館長

• 図書館長は現場担当者から
の最初の働きかけ先

調査内容 調査結果

図書館長がキーパーソン!
ガイドの改訂ポイント



ガイドの改訂内容（１）方針策定過程

• 図書館長等を方針策定のキーパーソンと位置づけることを勧
める記述を追加

OA方針成果普及タスクフォース 2018/3/14 19

第1章
• 1.2. 実施計画の作成

（改訂版追加） ・・・ 図書館長や研究担当理事等をOA方針策定のキーパーソンと
位置づけ、実施計画の段階から、OAの意義や方針策定の効果等について説明し、
推進者となってもらう。

• 2.3.  採択までのアドボカシー

（初版の記述） ・・・機関の管理部門やキーパーソンにも説明を行う。

（改訂版修正） ・・・教員や機関の管理部門に対しては、キーパーソン（図書館長、
研究担当理事等）から説明するなど、直接的な働きかけを行う。



調査結果（2）方針の内容
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最初にOAの実現方向を検討
ガイドの改訂ポイント

• 二つの方向がある

• 成果物の公開場所を機関リ
ポジトリへ集約し、ゴールド
OA等の論文も登録する方針

• OA化されていること自体を

重視し、機関リポジトリへの
登録は原則としない方針

調査結果

• 方針の対象者は？
• 方針に業績評価を記載？

• 方針を順守しない場合のペ
ナルティは記載？

• ゴールドOA論文はリポジトリ

登録？メタデータのみ？本文
も？

調査内容



• 検討事項として、コンテンツの公開先を、機関リポジトリとす
るか、ゴールドOAや外部リポジトリも含むかを追加

ガイドの改訂内容（2）方針の内容

OA方針成果普及タスクフォース 2018/3/14 21

• 第1章 2.1.  OA方針案の構成要素の検討

（改訂版追加） (4)  コンテンツの公開先

• 付録2.（OA方針雛形）
（改訂版追加）例１：機関リポジトリを公開先とする場合

例２：ゴールドOA、外部機関のリポジトリを含む場合

• 付録3.（オープンアクセスとは）

（改訂版追加）5.OA推進の意義



調査結果（3）方針の運用
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• 策定前に検討しておくべき課題
• 免除申請理由の要不要

• 免除論文の書誌事項の管理者、
ダークアーカイブの有無

• エンバーゴ期間の管理者、デー
タ提供時期

• 出版社の著作権ポリシー確認者
• その他の負担軽減方策

• 免除申請には理由が必要？著
者本人の希望も可？

• 免除論文の書誌事項の管理は
誰が？ダークアーカイブは？

• エンバーゴ論文の期間の管理は
誰が？データ提供はいつ？

• 出版社の著作権ポリシーの確認
は誰が？

• その他の負担軽減方策は？

調査内容 調査結果

具体的な運用方法の事前検討が重要

ガイドの改訂ポイント



• 検討事項として、登録の免除申請の理由を必要とするか、理
由を公開するか、登録可能な版や著作権ポリシーの確認を
教員と図書館のどちらが担当するかを追加

ガイドの改訂内容（3）方針の運用
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第2章
• 第3条『適用の例外』：免除規定

・・・また、以下については検討のうえ、「OA方針実施要領」やFAQページに記載する。

（改訂版追加）(5）免除申請の理由を必要とすること。その理由を公開すること。

• 第5条『リポジトリへの登録』：登録する版

（改訂版追加）・登録可能な版や著作権ポリジーの確認を教員と図書館のどちらが担
当するかについて検討し、「OA方針実施要領」やFAQページに記載する。



調査結果（4）策定後の取り組み・評価

• 担当者の業務負担が増えた
• 業務の見直しや効率化に繋がり、

コンテンツ数が増加した

• リポジトリ業務の機関内での重
要度やプレゼンスが高まった

• 策定後も方針の周知や理解を深
める必要がある

• 方針策定はゴールではない

• 策定後の学内の研究者への
働きかけは？

• 策定による体制等を含めた
業務に変化は？

• 策定によるよかった点は？
• 問題点や課題は？
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方針策定がスタート地点
ガイドの改訂ポイント

調査結果調査内容



• 方針対象者への説明資料（付録3：オープンアクセスとは）の
国内外の状況を更新、OAの新たな動きを追加

ガイドの改訂内容（4）策定後の取り組み・評価
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付録3.（オープンアクセスとは）

• 5. 機関リポジトリ（によるグリーンOA推進）の意義
（改訂版追加）・・・近年、一部の出版社のウェブサイトで出版社が提供する著者最
終稿が公開されるサービスも開始されたが、利用料金の長期的な見通しは未だ不
透明である。また、学術雑誌論文以外の学術情報では、OAのビジネスモデルが確
立していないこともある。

• 6. 国外のOAポリシー策定状況
（初版の記述） 2017年1月末時点

（改訂版修正） 2018年1月末時点

• 7. 国内のOAポリシー策定状況
（初版の記述） 2017年1月末時点

（改訂版修正） 2018年1月末時点



OA方針成果普及TFの成果物

• オープンアクセス方針策定ガイド改訂版

http://id.nii.ac.jp/1458/00000043/
• オープンアクセス方針リンク集

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/?page_id=53
• オープンアクセス方針策定機関実態調査報告書

http://id.nii.ac.jp/1458/00000042/
• 第19回図書館総合展発表ポスター

http://id.nii.ac.jp/1458/00000035/
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国内⼤学等のOA⽅針策定状況
国際⽇本⽂化
研究センター 千葉⼤学

九州⼤学

徳島⼤学

筑波⼤学

京都⼤学

名古屋⼤学

東京⻭科⼤学

東京外国語⼤学

神⼾⼤学

2015 20172016

北海道⼤学

JAIST

名古屋⼯業⼤学

岡⼭⼤学
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国⽴極地研究所

⼤阪府⽴⼤学

横浜国⽴⼤学

⾦沢⼤学

2018 ⼀橋⼤学



201７年度の活動体制

•島 文子 (北海道大学 / 主査、運営委員）

•高橋 菜奈子 (千葉大学 /運営委員）

•上原 藤子 (沖縄科学技術大学院大学）

•小原 智未 (横浜国立大学）
※所属は2018年3月現在
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2018年3月末に
OA方針成果普及TFの活動は完了します

これまでのご協力に感謝します
ご静聴ありがとうございました
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